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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、約40アミノ酸のモチーフであるFボックスを特徴とするFボックスタンパク質ファミリーのメンバーをコードします。Fボックスタンパク質は、リン酸化依存性ユビキチン化に機能するSCF（SKP1-cullin-F-box）と呼ばれるユビキチンタンパク質リガーゼ複合体の4つのサブユニットの1つを構成します。Fボックスタンパク質は、WD-40ドメインを含むFbws、ロイシンリッチリピートを含むFbl、および異なるタンパク質間相互作用モジュールまたは認識可能なモチーフを含まないFbxの3つのクラスに分類されます。この遺伝子によってコードされるタンパク質はFbwsクラスに属し、Fボックスに加えて複数のWD-40リピートを含みます。コードされるタンパク質は、HIV-1 Vpuとの相互作用を介してCD4の分解を媒介します。また、リン酸化NFKBIA（核因子κ軽鎖ポリペプチド遺伝子エンハンサーin B細胞阻害因子α）をユビキチン化し、分解の標的として働き、核因子κBを活性化することが示されています。選択的スプライシングによる転写バリアントも報告されています。関連する擬似遺伝子が6番染色体上に存在する。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Ramos (1)、MCF-7 (2)、およびK562 (3) 細胞溶解物に対するBTRCマウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	DAB 染色による BTRC マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

